
問合せ先

平成30年度

所管部・課 作成日

歳入 2,869 正職員 3 修正日

歳出 3,490 非常勤 0 評価日

項目 H27実績 H28実績 H29実績 H30目標 H30結果

1 市民

子育て支援事業の利用者数
増加を目指します。

つくし広場への参加人数
（人）

9,108 8,685 7,016 7,500 6,162 つくし広場への参加延べ人数

Ｃ：未達成

2 市民

情報発信の充実を図ります。 ミニ講話における参加親
子数（組）

221 235 225 240 176 ２０組以上×１２か月

Ｃ：未達成

3 業務

安全確保のための危機管理
意識の向上を目指します。

避難訓練の実施回数
（回）

24 24 24 24 24 月２回の実施

Ｂ：達成

4 業務

専門機関との連携を図りま
す。

療育教室カンファレンス
実施回数（回）

24 24 24 24 24 月２回の実施

Ｂ：達成

5 人材

職員育成に努めます。 自己啓発等の各種研
修会への参加回数（回）

9 9 9 9 9 年間1人4回以上の参加（正職）

Ｂ：達成

6

7

8

9

10

当施設は，子育てを行う市民のみなさまに対する育児不安等の相談及び指導，並びに子育てサーク
ル等の育成・支援を行うとともに，「安心して子どもを産み育てる」ことができるように子育て支援の推進
を図るために設置されました。
そのため，当施設を積極的にご活用いただけるよう，情報発信の充実や専門機関との連携を図るとと
もに，安全確保のための危機管理意識を向上させ，その結果として，多くの方からご利用いただくことを
目標としました。

昨年度に比べ、利用者数は減少していますが、落ち着いた環境の中でゆっくりと話をすることができ、育児相談数が増えました。保護者の育児不安等の相
談をゆっくりと聞き、必要に応じて専門職スタッフと連携をとり、丁寧に対応することができたことで、繰り返し利用される方が増えました。今後も気軽に相談が
でき、安心して過ごせる環境作りを心がけていきます。
療育では、関係機関や専門職スタッフとの連携を大切にし、カンファレンスを通して助言をいただき、子どもや保護者それぞれに必要な支援をしていくことがで
きました。今後も関係機関や専門職スタッフと協力しながら、一人ひとりに合わせた丁寧な支援を心がけていきます。
積極的に研修会に参加し、園内研修で情報共有することで、学びを深め、職員全員の資質向上となるよう努めました。

つくし広場・療育教室それぞれに合わせ
た配慮をしながら実施しました。また、
社会福祉協議会の職員とも連携をと
り、訓練を行いました。

保育及び子育て支援・療育に関する
研修会に参加し、職員間で情報共有
を行い、学びを深め、保護者支援に繋
がるよう努めました。

県保育士会主催パワーアップ
セミナー,保育・療育研修会,南
区保育園公開保育及び協議会
参加

関係機関・専門職スタッフが定期的に
集まり、個別のカンファレンスを行うこと
で、目標や支援方法を共有し丁寧に
関わることができました。

取り組みについて（目標設定の考え方など） 総合評価　（評価を踏まえた課題分析・方向性など）

療育教室への関係機関及び専
門職スタッフの参加とカンファ
レンス

専門職（保健師・指導保育士・
栄養士・助産師・こころん職員）
によるミニ講話の実施

避難訓練・通報訓練・消火訓練

子育て支援センターの開放，
子育て相談，触れ合い遊びの
提供，子育て支援グループと
の連携日設定

未満児からの保育園入園が増え、利
用者は減少しましたが、丁寧な関わりを
心がけてきたことで繰り返し利用される
方が増えました。

利用者の減少に伴い、ミニ講話の参加
者数も減少しましたが、保護者のニーズ
に合わせて講話を行ったことで期待を
もって参加されていました。

子育てを行う市民に対する育児不安等の相談及び指導，並びに子育てサークル等の育成・
支援を行います。
また，発達に心配のある子どもとその保護者を支援し，地域のニーズに応じて関係機関との連
携を図り，「安心して子どもを産み育てる」ことができるように子育て支援の推進を図ります。

当初予算（千円）

R1.7.16

主な事業等
目標達成状況
未達成理由

新潟市子育て支援センター白根つくし園 南区役所健康福祉課

025-372-6371公の施設目標管理シート （直営）

目標 参考・補足
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当初人員(人） H30.6.19


